
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

近年は農作業の機械化、集約化にともなう多施肥などに加えて、大規模な土地基盤整備などが行われており、土壌に対する負荷がます
ます高まっている。一方で、環境保全型農業の推進が唱えられ、土づくりなどにより健全な土壌を育むことの必要性が求められている。
このような中で、農耕地土壌の実態と経時的変化を明らかにし、土壌の管理対策を示すことは作物生産の基盤である土壌生産力の維
持向上及び土壌環境保全の面から重要である。そこで、県内主要農耕地におよそ550の定点を設け、1979年から５年ごとに４巡にわたる
土壌調査を行った結果を地目別にまとめ、さらに土壌診断基準に照らして土壌成分の過不足を明らかにした。 

［成果内容］ 

1. 水田では作土が浅くなり、３巡目以降は13cm未満となった。調査定点のうち55％が調査当初に比べてグライ層の低下や斑鉄の生成
がみられ、乾田化の方向に進んだ。しかし、その多くはグライ土の範疇にとどまっている。ｐＨの低下、全炭素、交換性石灰及び苦土含量
の減少傾向と可給態窒素含量の増加は乾田化にともなう変化といえるが、その程度は穏やかである。可給態ケイ酸含量は４巡目で土壌
診断基準値を下回るほ場が47％に増加した。 

2. 普通(作物)畑ではｐＨが経時的に低下し、４巡目では5.9となり、地目別で最低であった。交換性石灰、苦土及び加里含量は３巡目まで
減少したが、４巡目ではやや増加した。可給態リン酸含量は２巡目以降減少した。土壌診断基準に照らすと、個々のほ場では可給態窒
素及びリン酸含量は不足し、交換性加里含量などの塩基類は過剰なところが多かった。 

3．野菜畑では作土が深くて柔らかかった。ｐＨの平均は6.2で適正域にあったが、個々の定点では不足域と過剰域にあるほ場がそれぞ
れ1/3を占めた。また、養分含量が高く、特に交換性加里含量は66％のほ場が過剰であった。硝酸態窒素は４巡目で減少したが、畑地
では最も多かった。 

4. 飼料畑では作土が最も浅くて硬かった。成分では特に交換性加里及び可給態窒素含量の蓄積が顕著であり、畑地では最も多かっ
た。 

5. 樹園地では地目別で最も作土が硬かった。交換性陽イオン含量は４巡目で増加し、診断基準値を上回って過剰域にあるほ場が多く、
硝酸態窒素含量は野菜畑より高かった。 

6．野菜施設では硝酸態窒素が多く残存するため、ｐＨが低かった。交換性陽イオン含量も総じて多く、陽イオン飽和度はほぼ100％と高
かった。可給態リン酸含量は３巡目に続いて減少したが、依然として過剰であった。 

7. 花施設ではｐＨが低下傾向にあるものの地目別で最も高かった。養分の蓄積も著しく、交換性陽イオンおよび可給態リン酸含量は診
断基準値を大きく上回り、特に加里及びリン酸含量は共に85％のほ場で過剰域にあった。また、硝酸態窒素含量の蓄積が認められた。 

8. 以上の農耕地土壌の実態と変化に基づき、以下の土壌管理対策を提示する。 

(1)作土の浅いほ場ではプラウなどの深耕用機械を用いて、水田は13cm以上、その他の地目では15cm以上を確保する。 

部門 土壌・肥料 対象 普及 

課題名：主要農耕地土壌の実態と管理対策 －土壌環境基礎調査とりまとめ結果－ 

［要約］ 

水田は乾田化方向にあるが、それに伴い塩基類やケイ酸含量の減少がみられる。普通畑はｐＨが低下し、リン酸含量が減
少している。野菜畑は養分蓄積が進み、特に加里含量の増加と硝酸態窒素の残存がみられる。飼料畑は養分蓄積が顕著
である。樹園地は作土が硬く、野菜畑以上に塩基が過剰であり、硝酸態窒素が残存している。施設は野菜、花を問わず、養
分過剰であり、特に加里及びリン酸含量は基準値以上となっている。これら土壌の実態に即した適正な管理対策を行い、持
続的再生産が可能な土壌を維持する。 

キーワード（専門区分）土壌      （研究対象）環境保全－土壌保全 

（フリーキーワード)土壌、土壌調査、土壌物理性、土壌化学性、土壌診断、土壌管理対策 

実施機関名（主 査）  農業試験場 地力保全研究室 

（協力機関） 各地区農業改良普及センター 

  （実施期間） １９７９年度～ １９９８年度 



(2)普通畑、野菜畑、飼料畑などち密層が形成されているほ場ではパンブレーカ、プラウなどによってち密層を破砕する。 

(3)養分蓄積や養分減少、ｐＨが適正域にないほ場では定期的な土壌診断を実施し、診断基準に見合った施肥、資材施用につとめる。 

(4)硝酸態窒素が多く残存しているところでは窒素質肥料を減らす。 

(5)花施設を除いて全炭素含量が減る傾向にあるので、そのようなほ場では有機物の施用を励行する。 

［留意事項］ 

土壌環境基礎調査結果の詳細は「千葉県耕地土壌の実態と変化」（千葉県農業試験場、2001年３月発行）を参照する。 

［普及対象地域］ 

県下全域 

［行政上の措置］ 

特になし 

［普及状況］ 

特になし 

［成果の概要］ 
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